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【議　　題】　1．当院の概況について
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【概　　要】

　1．高知西病院地域協議会設置要綱について

　2．当院の概況について

　　　健診運営状況、収支状況等）について資料に沿って説明する。

　3．当院運営実績（経営状況）について

　　　収支状況、健康管理センター運営状況）について以下の通り説明する。

　　　　入院患者数について平成29年からの推移を示す。令和2年あたりから104.8名と

　　　若干減ってきている。コロナの影響もあり直近の入院患者数は90名台に落ちている。

　　　　昨年は9月に電子カルテを導入した関係で入院患者数の調整を行ったので

　　　少なくなっている。今年度は調整をしていないが昨年を下回るような状況となって

　　　いる。

　　　　外来患者数については、平成29年ごろは200名を超えていたが令和2年度あたりから

　　　　地域協議会構成員の一部変更のため、地域協議会設置要綱（目的・運用・構成員等） 

　　　　当院の概況（理念・基本方針、沿革、診療科・診療機能、職員数、患者数、

　　　　令和4年9月現在の病院運営状況（１日平均入院患者数、１日平均外来患者数、

　　　及び議事概要・意見に対する対応状況等の公開（当院ホームページ）について説明する。
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　　　200名を下回る状況が続いている。現在185.1名となっている。

　　　コロナによる外来受診控えもあり、減っていると思われる。

　　　　昨年は年度末にむけて患者が減っているが、今年度はこのような事のないよう患者を

　　　確保していきたい。

　　　　健康管理センターについても昨年は9月に電子カルテを導入し健康管理センターも

　　　システムを変更したため予約数を控えたことで9月は509件と低くなっている。

　　　年度を通すと例年と同等の収益をあげている。

　　　今年に関しても昨年同様の予約が入っており昨年同等の件数、収益になる

　　　見通しとなっている。ただ、6月以降予約者がコロナにかかったり、濃厚接触者

　　　となってキャンセル、日程変更があり若干昨年より少なくなっている。

　　　　収支についても平成29年からの推移を示している。平成29年からずっと黒字を計上して

　　　いるが、令和2年、3年に関してはコロナの補助金が含まれているため黒字幅が大きく

　　　なっている。昨年までは補助金がなくても黒字経営できている。

　　　今年度については、収支率90％台と赤字が続いている。8月になってわずかではあるが

　　　黒字を計上した。やはり患者数が減っているので、収入が伸びていない。

　　　現状約3800万円の赤字となっている。9月も患者数が少なかったのでマイナスが

　　　増えることが予想される。

　4．新型コロナウィルス感染症の対応について

　　　グラフに示すとおり、8月からコロナ入院患者数が34名となり、院内体制の見直しを

　　　行った。2年間5床で運用していたが、院内で陽性患者が出たため、地域包括ケア病棟

　　　の一部を使ってコロナ専用の病床とした。

　　　5階西病棟（10床）を各種届出を行い、重点医療機関として指定され運用を行っている。

　　　今年9月までで262名、延べ1935名の新型コロナ感染症患者を受け入れている。

　5．看護部門の活動状況について

　　　　新型コロナウィルス感染症対策地域の医療機関への実地支援について報告する。

　　　高知県の感染対策相談対応事業に協力している。当院の感染対策認定看護師

　　　笠原久美が実地支援を行ってきた。病院、診療所、施設など7か所行った。

　　　ゾーニング、PPE確認、口腔ケア時の注意点など行った。

　　　適切なゾーニングのアドバイス、PPEの脱着の場所、タイミングなどを確認した。

　　　今後も支援を継続していく予定である。

　6．その他（ご意見等）

　　　〇新型コロナウィルス感染症患者受入について

　　（出席者）当初から新型コロナウィルス感染症患者受入に協力していただき、感謝している。

　　　感染対策も大変な中、感染症認定看護師の方にも市へご協力いただいている。

　　　南病棟で受け入れをしていただいた当初は受入れ先がなかなかなく、非常にたくさんの

　　　受け入れをしていただいた。

　　　発生は減ってはきているが、まだ患者は出ているのでこれからも引き続きよろしくお願い

　　　したい。

　　（当院）よろしくお願いいたします。

　　（出席者）国から補助金はでていますか。

　　（当院）空床補償ということで、開いている病床数についていただいています。

　　（出席者）コロナ対応についてよく頑張ったと思います。自慢できます。

　　（当院）ありがとうございます。

　　　〇病院サービスについて

　　（出席者）リハビリは最高なのですが、食事がおいしくない。

　　　何か月か入院したが、前は美味しかった。入院中がまんしていた。

　　　　令和2年8月から行ってきた新型コロナウィルス感染症の対応について報告する。

　　　当初、南病棟（5床）、疑い患者病症（1床）で高知県より入院協力医療機関として

　　　依頼をされて運用してきた。



　　　どこが外注しているのか。

　　（当院）院内で作っておりますが、ご意見は伝えたいと思います。


